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論文内容の要旨
【目的】高尿酸血症は冠動脈疾患のリスクを高めるとの報告があるG また、高尿酸血症は木態性高血圧、
治療中の高l血圧、 2型階尿病などに合併することが多L、。しかし高尿酸巾症が、高巾圧および 2型糖尿
病の独立した危険個子であるかと、うかは明らかではなL、。今岡、我々は、血祭尿酸値の高血圧・ 2型糖尿
病におげる関係を明らかにするため16年間の長期コホート研究にて検討した。
【h法】対象は1981年から1990年に登録され、登録時に高血正、糖尿病、耐糖能異常のない35歳から60歳
の男性6.356名であった。新規高血圧の診断は、 WHOの診断基準に基づき、新規糖尿病の診断は、 ADAお
よびWHOの診断基準に基づき、年1同以上の医師の診察により判定した。解析は、 Cox比例ハザードモデ
ノレにて行った。
【結果】 61，716人年の観察期間に、 639名の高血圧発症、及び15t(名の2型糖尿病ー発症を認めた。血祭尿酸値
が250μrnoJ/L以下の群と比較して、 371μrnol/L以上の群では、既知の危険因子による多変量補正後(ア
ルコール摂取優、年齢、 R¥lI、喫煙習慣、余暇の運動習慣、通勤時歩行時間、空腹時血糖値)の、高血圧
の相対危険度は、 2.01(95%CI: 1.56・2.6()で有意に増加した。 2型糖尿病の相対危険度は、年齢補正では有
忘に増加したが、 BMIを含む多盆量補iF.後は有意ではなかった。血策尿酸値と高血圧の関係は、非飲酒群、
飲酒群にかかわらず、共に有意であった。また、この関係は肥満群、痩せ群にかかわらず、共に有意であっ
た。
【結論】血祭尿酸僚は高血πのリスクと関連が認められたが、 2型糖尿病では相関は認められなかった。
血紫尿酸値と高血圧のリスク増加の関係は、アルコール摂取量、 BMIとは、独立した関係であった。
論文審査の結果の要旨
高尿酸血症は冠動脈疾患のリスクを高めるとの報告がある。また、高尿酸血症は本態性高血圧や 2型糖
尿病などに合併することが多L、。しかし、高尿酸血症が、高血ぽおよび2刑糖尿病の独立した危険因子で
あるかどうかは明らかではない。本研究は、血清尿酸値の高血圧・ 2型糖尿病に対する関係を明らかにす
るため16年間の長期コホート研究にて検討したものである。
1981年から1990年に脅録され、登録時に高血任、糖尿病、耐糖能異常のない35歳から60歳の男性6，356名
を対象に、大規模かっ長期コホート研究が行われている。
61，716人年の観察において、 639名の高ー血圧発症、および454名の2刑糖尿病発症を認めた。血清尿酸高値
群で、アルコール摂取置を含む既知の危険因子による多変量補正後も、高ー血l七の相対危険度は有意に増加
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した。 2型糖尿病の相対危険度は、年齢補正で古意な増加が見られたが、 BMIを含む多変量補正後は有意
な増加は見られなかった。血清尿酸値と高血圧の関係は、非飲酒群、飲酒群にかかわらず、共に有意であっ
た。また、この関係は肥満群、痩せ群にかかわらず、共に有意であった。以上のことから、血清尿酸値は
高血圧の危険因子と認められたが、 2型糖尿病の危険凶千としては認められなかった。血清尿酸値が高血
圧のリスクを増加させるという関係は、アルコール摂取培、 BMIとは、独なしたものであった。
以上の研究成果は、血清尿酸備と高血仕のリスク増加の関係について、新しい知見を与えるものであり、
著者は博上(医学)の学位を媛与されるに値するものと判定された。
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